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Gno'sGno's HighlightHighlight

先生方はいつも生徒一人ひとりを気にかけて
くださっていると感じていました。
どの生徒にも気を配ってくださいます。
それは、添削のコメントにも感じられます。
私は、中学受験でも大学受験でも良い先生に
恵まれたと思っています。
池内 寧々さん（東京医科歯科大 医・桜蔭）Part４　32ページより

数学では「テーマタグ」という考え方を
教わりました。具体的には、「何をテー
マにした問題なのか？」を理解してタグ
付けをしていくことで、解き方を思いつ
きやすくなるという考え方で、自分には
ぴったりでした。
林 亮成さん（東大理Ⅱ・麻布）
Part ５　37 ページより

グノに入ったのは中
学１年生です。６年
間お世話になりまし
た。グノでは学校の
授業や部活、課外活
動などとちゃんと両
立できたし、全部の
教科をバランス良く
勉強できました。
宇田川 楽さん
（東大理Ⅰ・開成）
Part ２　９ページより

グノの英語は授業内で演習する時
間がちゃんとあって、解説も先生と
生徒がやりとりしながら進みます。
グノのやり方がとても良かったの
で、高３からは国語と数学もグノに
変えました。
福島 琉斗さん（東大文Ⅱ・芝）
Part １　１ページより

横浜校は、まだ歴史は浅いのですが、
結びつきがすごく強かったです。先
生たちはもちろん、受付の人たちに
も名前を覚えてもらっていました。
横浜校はアットホームで、安心感も
あって、勉強に集中できました。後
輩たちにも、絶対にグノを信頼して
頑張ってもらいたいと思います。
都知木 勇人さん
（京都大 工・駒場東邦）Part ６　47 ページより

ものすごく楽しみながら受けられる
授業がグノの国語でした。私たちが
演習した問題を先生が解説してくだ
さいます。その解説の具体例がすご
く面白いし、分かりやすくて、教室
には笑いが絶えませんでした。

谷本 温子さん（東大文Ⅱ・筑波大附属）　
Part ３　25 ページより

グノでは毎週、「こ
の時間でちゃんと
集中して読んで考
える」という意識
を持って演習する
機会がありました。
集中して解く習慣
づくりを高１から

３年間できたのは、当たり前のようで当たり前では
なかったのかもしれません。
鈴木 惺太さん（順天堂大 医・海城）Part ７　52 ページより

※ページ数・内容は本誌『Gno-let vol.29』より



保護者座談会
2024 年度の保護者座談会は、Gno-let vol.29『東大合格特集号（中学受験グノーブル卒生インタビュー

併載）』にご登場いただいたグノーブル 18 期生、池
いけ

内
うち

寧
ね

々
ね

さん（東京医科歯科大医学部・桜蔭）の

お母さま、鈴
すず

木
き

惺
せい

太
た

さん（順天堂大医学部・海城）のお父さま、高
たか

木
ぎ

亮
あき

孝
のり

さん（東大文Ⅱ・筑波大附属

駒場）のお母さま、都
と

知
ち

木
ぎ

勇
はや

人
と

さん（京都大工学部・駒場東邦）のお母さまにお集りいただきました。

グノーブル 18 期生の皆さんは、新型コロナウイルス感染症の影響を少なからず受けながらも中学・

高校生活を過ごしてきたことでしょう。その中で勉強の習慣を確立して、高い目標への努力を重ねて

きた卒業生の皆さんには拍手を送りたいと思います。

また、保護者の皆さまは、どのようにお子さまと向き合ってサポートしてこられたのか、グノーブル

をどのように見ていらしたのか。お話を伺いました。 （取材・文　吉村高廣）

「グノを信じて正しい努力を続けていれば、必ず目標に到達できる」
その言葉に、わが子の決意が感じられました。

鈴木：「ひとつのことをやりきった」
という意味では大いに成長したと思
います。ただ、医学部はこれからが
本当のスタートで、先が長く、まだ
まだ学ぶことはたくさんあります。
「よくやった」と声はかけましたが、
あくまでもひとつ階段を上っただけ
だと私は思っています。
高木：「目標を見据えて勉強すれば
実りがある」ということを、グノー
ブルの先生方にもお世話になりなが
ら証明できたことで、きっと本人は
自信がついたんじゃないでしょう
か。自分で考えて、自分で計画して、
自分が目標にしたことをクリアした
ということに対して、よく頑張った
と思っています。
都知木：口ぐせのように「グノを信
じて正しい努力を続けていれば、必
ず目標に到達できる」と言っていた
姿には、息子の決意のようなものが
感じられました。

池内：娘が小学校３年生の時に中学
受験グノーブルができ、最初は算数
１教科だけに通わせてみました。お
かげさまで桜蔭中学に合格して、そ

の後中３で大学受験グノーブルに英
語でお世話になるわけですが、中学
受験の時から中山先生のお名前は
存じ上げておりましたし、少人数で
温かさを感じるグノーブルに大学受
験でもお世話になることを決めま
した。
鈴木：グノーブルとの接点は長男で
す。説明会での「英文を前から読ん
でいく」という教え方に衝撃を受け、
「ここだ！」と直感して長男に強く
勧めたんです。長男以上に私のほう
がグノーブルの教え方に共感できた
ということです。長男は物理の岡﨑
先生に強く感銘を受けていました。
私は、「ここまで深いことを学ぶ必
要があるのか？」と思いましたが、
長男から「ここから理解して積み重
ねていくうちに、初見の問題への対
応力がつくんだ」と逆に諭され、事
実、ある時期に成績が驚異的に伸び
たことがあり、驚いたのを覚えてい
ます。
高木：息子は「自分が大学で勉強し
たいことは文系なんだ」と意識する
ようになり、苦手意識を持っていた
英語と国語の授業が充実している
塾を調べていたようで、「グノーブ
ルに行きたい」と本人から言ってき
たんです。息子はグノーブルの授業
が大好きで、学習方針についても

「自分には合っている」と言ってい
ました。
都知木：駒東が学内で編集している
合格体験記には、「グノーブルの先
生がすごく良かった」というメッ
セージがとても多く、グノーブルを
勧めました。グノーブルで高３の６
月に念願のαに上がれて念願の中山
先生に教えていただけるようにな
り、いつも本当に楽しそうに帰って
きました。

都知木：成績が上がることは大前提
として、勉強嫌いにならず、少しで
も前に進めるよう毎日 30 分でも１
時間でも勉強する習慣を身につけて
いただけたらと思っていました。
そのためには本人が勉強に興味を
持って「楽しい！」と感じられなけ
ればなりませんよね。グノーブル
に期待していたのはその部分でした
し、実際にそのとおりになりました。
息子はグノーブルでの学びを通して
受験にとどまらない勉強の楽しさを
つかんだのかなと思っています。
高木：本人が楽しく通えることで
す。往々にして大学受験は過酷で大
変なものというイメージがあります
が、息子はいつも「グノの授業は楽

受験期を通して垣間見えた子どもの素顔

塾選びの決め手になったもの

親としてグノーブルに期待していたこと

しい！」と目を輝かせて話していま
した。グノーブルは私の期待どおり
の塾でした。
鈴木：英語力の向上は受験の基礎に
なるので期待していたことのひとつ
です。あと、グノーブルに通うこと
で勉強する習慣がつくことを期待し
ていました。授業内で演習を行い、
即添削が返ってくるシステムが素晴
らしかったです。
池内：親として期待していたことは
楽しく通い続けてくれることです。
グノーブルに行ったら萎縮すること
なく、分からないことは先生にどん
どん質問して、楽しく授業を受けて
くれればそれでいい。またそれがで
きるのがグノーブルという塾の特色
だとも思っておりました。

池内：いつ英語の勉強をしているの
か分からなかった、それくらいグ
ノーブルの英語は効率的な学び方が
確立されていたということです。
鈴木：中山先生の話はよく聞いてい
ましたし、合格体験記でも「本当に
尊敬できる先生で大学生になっても
授業を取りたい」と書いていまし
た。実際に成績にも表れていました
ので、すごいことだと思いました。
高木：息子にどうやって英語を勉強

しているか尋ねると、「とにかく音
読をすること。音読をしていると体
にも英語が浸透していくのが分か
る。だから音読の力は間違いなくあ
ると思う」と言っていました。五感
を使って、英語を自分の中に入れて
いく仕組みづくりが完成しているグ
ノーブルの英語は大きな魅力です。
都知木：暗記に頼らない授業が本当
に楽しそうでした。先生や受付のス
タッフの方々が親身になってどんな
時もサポートしてくださって、そう
いう距離の近さが息子の背中を押し
て気持ちが安定していったと思いま
すし、私の安心材料にもなっていま
した。

都知木：どの先生とも信頼関係を築
けていたみたいです。相談や質問の
しやすさという部分もグノーブルの
独自性ではないでしょうか。
高木：息子の様子から、本人が先生
方を信頼しているということが伝
わってきました。生徒を子ども扱い
せず、しっかり向き合ってくださっ
て背中を押してくれる、ありがたい
存在でした。
鈴木：「こんなことを知った」「あん
なことを発見した」と、楽しそうに
話す息子の姿を何度も見ました。「受

験は大変だ」という固定観念がある
私ども世代からすると、グノーブル
は本当にすごいと思いました。
池内：先生方の熱意と存在感がすご
くて、こうした先生方に教えていた
だいているのだから「絶対に大丈夫」
という安心感がありました。

池内：娘は受験が終わっても音読を
続けています。良い先生方と出会い、
すごく良い習慣をつけてくださった
と思い、感謝しています。
鈴木：勉強方法に関しては、「無駄
な時間を過ごさないように」「目標
は高く定めること」、このふたつは
よく伝えていました。
高木：子どもを信じてあげることが
大事です。一方で、受験生といえど
も勉強をしていればすべてが許され
るわけではありません。当たり前の
生活の約束事は忘れないよう、そう
いったことを教えられるのは親しか
いないと思います。
都知木：黙って見守ること。あと大
学へ行って何をしたいかという目標
を定めることが大事だと思います。
また、挨拶や当たり前の生活が送れ
ていることに感謝をして、「人とし
てどうなんだ」と言われないよう導
くこともとても大事だと思います。

子どもの様子から垣間見えたグノーブルの魅力

グノーブルの先生はどんな存在だったか

お子さんが受験を迎える方にアドバイス

都知木 勇人さんの
お母さま

京都大・工（駒場東邦）

池内 寧々さんの
お母さま

東京医科歯科大・医（桜蔭）

高木 亮孝さんの
お母さま

東大・文Ⅱ（筑波大附属駒場）

鈴木 惺太さんの
お父さま

順天堂大・医（海城）

※本文中敬称略※本文中敬称略
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Part1

＊１  SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

＊２  セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何がで
きなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

18 期 生 合 格 者 イ ン タビ ュー

福島：グノの場合、指名されるのと、
解説が面白くて刺激を受けられるの
で集中力が長続きしましたし、良い
緊張感がありました。
K.S.：グノでは、単語も語源から
しっかり教えてくれます。黒板に描
かれる絵や先生のジェスチャーとも
結びついて知識がその場で頭に入る
ので、人間味が感じられます。しか
も、授業中に演習するので予習する
必要がほとんどありません。
佐藤：授業内容として、いわゆる受
験テクニックみたいなことを特に教
わった記憶がなくて、根本的な英語
の力や教養を教わった印象が強いで
す。きちんと隅々まで読んで、論理
の展開を把握して、答案に記述する
という根本的な学力や考える力に重
点を置いて教わりました。

藤原：授業では、受験を超えた、東
大入試の英語よりも明らかにレベル
が高い文章を扱っていたこともあっ
て、過去問を見た時に「思ったより
簡単じゃない？」という印象を受け
ました。
福島：グノの英文は内容がとてもア

カデミックです。いろいろなテーマ
が扱われて、中には抽象度が高くて
読みづらいものもありました。東大
の英語の文章より間違いなく難し
かったと思います。
K.S.：英文を、日本語を介さずに語
順のまま解釈できる力は特に大きい
と思います。語源などを分かってい
るので、知らない単語が出てきても
「ここはこういう意味かな？」と推
測してすぐに覚えられるようになり
ました。

K.S.：僕の場合、復習イコール音読
でした。音読していると、文の構造
が目に見えるようになります。作文
する時も、英文を書きながら、文法
ミスをしていると違和感があって、見
直したら「あっ、ここは違うな」と
発見できるようになりました。口に
出すと構文が音声化されて耳に入っ
てくるので、目と耳の２つを使う音
読のほうが黙読よりも効果的でした。
藤原：グノの音読のメリットは、良
い意味で息抜きになることです。
音読は、立ったり歩いたりしながら
でもできるし、グノの英文は読んで
いて楽しかったです。

藤原：添削が授業内にあることで
す。書く時に、「添削される」と思
うと、普通に書くより熱心に取り組
めます。「しっかり書こう」という
思いが出てくるので集中力アップに
つながります。
佐藤：授業の前半は演習で、後半は
解説ですが、演習はタイトな時間の
中で頭をフル回転させて集中的に取
り組まないといけないですし、解説
も先生がずっと同じ熱量で話してく
ださるので、それをメモしたり理解
したりするので精いっぱい頭を回し
続けます。
授業の密度が高かったのがすごく良
かったと思います。自分はグノの教
材以外の単語帳や参考書をほとんど
やりませんでしたが、英語力が伸び
ていく実感があって、それもすごく
良かったことです。数学や地歴の勉
強に忙しい中でも、グノの教材だけ
を仕上げていけば英語力が伸びて
いってくれるのは、自分にとっては
心強かったです。
K.S.：授業内で演習から解説まで全
部完結しているのはすごくありがた
かったです。それから、一番良かっ
たのはやはり音読です。YouTube

グノーブルに通ってみて

グノーブルの英語

グノーブルの音読

グノーブルの英語で特に良かったこと

にあるサミングアップ＊１の音声は、
勝手にスクリプトが流れていきま
す。スマホだけあれば英語に触れら
れます。この音声を使ってずっと音
読していました。音声を聞きながら
スクリプトを見られるので、「ここ
はどういう発音をしているか？」な
どをちょっとずつチェックできま
す。リスニングのウォーミングアッ
プになりましたし、本試の前にもや
りました。

佐藤：高１、高２は古文を、高３は
東大国語で現代文・古文・漢文すべ
て網羅できるよう受講していまし
た。国語でも添削を毎週丁寧にやっ
てくださって、自分が分かっていな
かったところや曖昧だったところは
ちゃんとフィードバックされてい
て、力につなげることができたと思
います。
福島：現代文は抽象的なので分かり
にくいことが多いのですが、先生が
身近な話題や体験談を交えて説明し
てくださって、高校生の自分でも分
かりやすかったです。高２の終わり
には国語が足を引っ張っていました
が、高３に入ってからは安定するよ
うになりました。特に夏以降の模試
では点数にもそれが表れていました。
藤原：僕も高１の１年間で古文を受
けました。グノの古文は、高１か高
２の１年間受講すれば仕上がると説
明を受けていました。ちゃんと１年
間で身につくカリキュラムになって
いました。

福島：高３の春期講習から数学をと
りました。セルフチェックシート＊２

では、数学の問題について思考の過
程を言語化して可視化することで、
自分の間違っていたところなどを見
返せます。書いている途中で新しい

方針が思い浮かぶこともあって、結
果的に新しい問題を解く力がどんど
ん養われました。

佐藤：グノでは先生が、程よい距離
感を保ちながら、優しく接してくだ
さいます。どの先生も名字に敬称を
つけて呼んでくれました。名前以外
にもいろいろなことを把握してくだ
さっていたのは印象的でした。
K.S.：僕は名字がとても読みづらい
ので、他の塾では初回に絶対間違え
られます。でも、グノの先生方は、
初回からちゃんと呼んでくださっ
て、しかも、すぐに覚えてくださっ
たので、それが嬉しかったです。先
生は皆さん、非常に熱量が高くて、
機械的に教えるのではなく、先生の
持っている知識や考え方を僕たちに
伝えてくださっている感じが伝わっ
てきました。とても分かりやすくて
覚えやすかっただけでなく、勉強に
前向きになれました。教わる側の気
持ちも考えてくださったので、こち
らもやりやすいし、自由にやれるの
で学力が伸びるのだと思います。
福島：授業への熱意がすごくて、生
徒への姿勢も真剣です。すぐに顔と
名前を一致させて覚えてくださいま
す。「どうやって覚えているんだろ
う？」と思って軽く衝撃的でした。
僕は直前期にいろいろな先生にメー
ルで添削をお願いしました。先生方
はそれをとても丁寧に、しかも、短
時間で返してくださいました。
藤原：双方向の授業ですぐに名前を
覚えてくれるのも嬉しかったですけ
ど、僕は先生たちの解説や雑談から
先生の人柄や趣味を知ることができ
るのが良かったです。先生の人柄に
親しみが湧いて、それが、受験が近
くなってつらくなってくる時期に
「グノに行こう」と思える原動力に
なりました。

佐藤：大学入試だけで止まるような
学力では、東京大学をはじめとする
難関大学に余裕を持って合格してい
くのはなかなか難しいと感じていま
す。グノの英語も古文も、大学入試
で要求されるレベルを遥かに超えて
いると思いますが、それをこなす力
がないと、余裕を持ってトップス
ピードで大学入試を通過していくの
は難しいと思います。グノは大学入
試の先を見据えて、先に通じる学力
を養成するという点では、大学入試
に最も適した塾だといえます。
K.S.：グノでも入試に特化した英語
力に匹敵するどころか、それ以上の
英語力が、授業内とその後の復習・
音読で絶対についていきます。グノ
を信じて、復習などのサイクルをつ
くり上げてやっていれば、英語に関
しては全く問題ありません。先生方
を信じて頑張ってほしいと思ってい
ます。
福島：受験で一番大事なのはメンタ
ルです。僕は共通テストの点数があ
まり良くなくて、９割にも全然届き
ませんでした。それでも東大は二次
試験の割合が大きいので、「自分は
二次型の人間だ」と言い聞かせて、
最後の１か月間を必死に勉強したの
が良かったと思います。もし、共通
テストや模試の判定が悪かったとし
ても、そこで一喜一憂せずに頑張っ
てほしいです。
藤原：グノの教材を信じて取り組め
ば、合格する力がつくので、頑張っ
てほしいです。直前期はやはりメン
タルが大事で、同じような志望校を
持った人たちと話してリフレッシュ
するのもおすすめです。あとは、文
系だったらやはり社会で決まるの
で、英語はグノの教材の復習だけに
徹して、社会に時間を充ててほしい
と思います。

グノーブルの国語

グノーブルの数学

グノーブルの先生

後輩へのアドバイス

佐
さ

藤
とう

諒
りょう

以
い

さん
東大文Ⅰ・栄光 

福
ふく

島
しま

琉
りゅう

斗
と

さん
東大文II・ 芝 

藤
ふじ

原
わら

理
り

人
ひと

さん
東大文Ⅰ ・芝

K.S.さん
東大文Ⅰ・駒場東邦 
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※ご本人の希望により、イニシャル表記にしています。
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宇田川：グノは中１からです。授業
はとても分かりやすいし、宿題の負
担も少なくて、僕に合っていたので
６年間お世話になりました。学校の
授業や部活、課外活動などとちゃん
と両立できたし、全部の教科をバラ
ンス良く勉強できました。

矢田：宿題が多くなくても実力がつ
き、授業の振り替えがしやすいのが
グノの特長です。そしてもうひとつ、
僕の中で大きかったのは、講師陣の
充実です。グノの先生は教えること
に熱意があって、授業が充実してい
ます。僕は「先生が大事」と思い塾
を選んだので、そういう点が良かっ
たです。長年のご経験と豊富なデー
タから、「どう指導したら生徒が分
かりやすいか、成長できるか」など
も熟知されていました。

矢田：僕は、高３の 11 月くらいま
で、英語がずっと壁にぶつかってい
る感じでした。でも、受験直前期に

過去問を解いたら「あれ、自分はこ
んなに解けたっけ？」みたいな感じ
で、どんどん解けました。気づかな
いうちにグノの教材で鍛えられてい
たのだと思います。グノの英語教材
では、幅広い話題が扱われていて日
本語でも知らない知識が出てくる医
学的な文章なども読みました。すべ
ての英文について先生が背景まで含
めて分かりやすく解説をしてくれま
した。英語力ももちろんですが、教
養という意味でも将来に活きるとい
う実感がありました。
高木：僕は E

エ ッ グ ズ

GGS＊１からのスター
トでした。高２の文法の授業では、
長い時間をかけて土台をじっくり鍛
えてもらえました。高３の授業は演
習中心で、１学期は東大の過去問を
扱うこともありましたが、夏休みぐ
らいから先は、東大レベルよりさら
に難しい、例えばオックスフォード
大学教養学部の教科書が題材になっ
たりしていました。そういうレベル
が高いものを確実に理解できるよう
に講義してもらえて、それをちゃん
と音読で復習しているから、難しい
文章もすっと理解できるようになっ
ていました。
宇田川：グノの授業では、「前から
解釈する」とか「英語の語順のまま」

ということを大事にしています。だ
から、戻らずに英語のまま読めるよ
うになって、読むスピードが上がっ
たのだと思います。英語のまま解釈
していくのはすぐにはできません
が、毎週やっていたらどんどんでき
るようになっていきます。積み重ね
ていく中でいつのまにか身について
いました。

西脇：受験のために教材を使い捨て
にするのではなく、英文の背景、書
いている人の思いにまで至る解説を
聞くのが好きでした。そこが毎回の
授業の楽しみでした。
宇田川：良かったことは、グノの英
文が全部面白かったことです。無機
質な英文をずっと読み続けるのでは
なく、いろいろな英文に出合えて、
楽しく学べました。英語の授業や勉
強は、他の教科と比べても知識の確
認や文法的な説明といった単調な作
業になりがちです。でも、グノの授
業では、いつも頭が活性化されまし
た。解説を聞いていると内容理解が
深められて、書いた人の人柄まで見
えてくることもあって面白いので、
集中して聞ける授業でした。

グノーブル入塾のきっかけ

グノーブルと他塾の違い

グノーブルの英語

グノーブルの英語の勉強法

谷内：扱っている英文は面白いもの
ばかりだし、その面白さを先生が
ちゃんと伝えてくれました。だから、
僕にもその面白さが伝わって、音読
も楽しくなり、英語への抵抗感が全
然なくなりました。英語が苦手でも
「頑張るか！」という気持ちになれ
ました。

谷内：いつのまにか、前から読んで
いってそのまま意味を取れるように
なったこと、それから、段落ごとに
整理して内容を捉えていく習慣がつ
きました。そのおかげで、長文で迷
子になりづらくなりました。
西脇：音読では綺麗な英文が頭の中
に入ってくるので、ライティングや
スピーキングにもすごく活きてきま
す。英作文でも、綺麗な英文が出て
きやすくなりました。音読は、リー
ディングに限らず英語学習全体に効
果があると僕は思います。

矢田：セルフチェックシート＊２は、
「自分がどこまで解けたか？」が分
かるところが最大のメリットです。
例えば、最初から方針をミスしてい
たのか、または、ただの計算ミスだっ
たのかみたいに、「どこでミスした
のか？」が明瞭になることによって、
「今の自分に足りないのは、次のス
テップへの思考の過程なんだ」「計
算ミスを注意する姿勢が足りないん
だ」などと考えられます。
高木：グノの数学は、本当の実力が
つく授業でした。文系だと高１で全
範囲終了して、高２の１学期、夏期
講習、２学期、高３の春から１学期
で、一単元を３、４周して、さらに
はテストゼミでも同じようなことを
何回かやります。同じことを何周も
して、各問題へのアプローチを短い

言葉で教えてくれるので、本番でも
それをすごく意識できました。

高木：東大国語は、先生が楽しそう
に授業をしてくださったので、受け
ているこちらも本当に楽しかったで
す。先生はいろいろな経験をされて
いるので話の引き出しが豊富なんで
す。古文・漢文は「暗記が必要だ」
と言われますが、グノでは１年間の
授業で必要な力がすべて整います。
僕は高２で受講したので、高３に
なって単語帳を一切見ていません。
矢田：僕も高３で東大国語、高２は
古文と漢文をとりました。一番良かっ
たのは漢文で、句法などを「覚えて
きなさい」ではない授業だったこと
です。文章の中で使い方を理解しな
がら味わっていると身につきます。

矢田：やはり一人前の大人として
扱ってくれたところが僕にはめちゃ
くちゃ心地良かった、というか、勉
強していてやりやすかったと感じる
ところです。
谷内：先生方はめちゃくちゃ寛容で、
こちらを受け入れてくださいます。
その一方で、添削や授業のやりとり
で一人ひとりを見てくださるので、
アドバイスは的確だし、するりと頭
に入っていくので、授業も受けやす
いし、質問にもいきやすいんです。
宇田川：グノの先生はプロだから、
生徒のことをすごくよく見てくださ
います。「ちゃんと見てくれている
な」という安心感がありました。
振り替えはネットでもできますが、
僕は受付によくお願いをしていまし
た。毎回の応対がいつも丁寧で優し
くて、そういうのもとてもありがた
かったです。

西脇：医学部は英語が本当に大事で
す。東大などに比べて、医学部は数
学・物理・化学の問題数が少ないの
で、点数差が振れやすくなります。
だから、「数学で稼ごう」と思った
けれど、実際に本番では取れず、悔
しい思いをする人も多くいます。医
学部で通用する英語力をつけるとい
う意味で、グノは本当に良い塾です。
グノのカリキュラムに則って音読と
復習を大切にしましょう。それから、
『Grammar Book』＊３の一文一文に
は音声がついているので、それを聞
いてディクテーションすると、綺麗
な英語が自分の中に入ってきて、ラ
イティングなどの実力も上がってい
きます。グノは英語力をつけるのに
十分な塾なので、信じて頑張ってほ
しいです。

高木：グノは広告などで「知の力を
活かそう」とずっと伝えていて、本
当にそこは全科目通底していました
し、どの科目でもいろいろな視点か
ら教えてくださいました。数学なら、
別解をたくさん教えてくださった
り、英語でも国語でも多様な文章を
扱ってくださったので、僕たちの視
野が広くなります。先生方も知性に
あふれ尊敬できます。ホームページ
に「２つの磁石」という項目があっ
て、「受かる方向にも、その先の成
長にも導く」と書かれています。僕
は２年半通ってみて「『２つの磁石』
は本当だったな」と実感しました。
だから、グノの先生のおっしゃって
いることを信じてやっていれば、合
格は叶えられます。

グノーブルの音読

グノーブルの数学

グノーブルの国語

グノーブルの先生

医学部を目指す後輩へのアドバイス

後輩へのアドバイス

＊１  English Grammar Green Session for newcomers：季節講習（中３冬期～新高３冬期）で行われる、基礎力を固めたい方を対象にした、独自のメソッドによる英
文法基礎講座。

＊２  セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何がで
きなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

＊３  Grammar Book：グノーブルの英文法解説書。英語の仕組みを理解して身につけることをグノーブルではとても大切にしているが、その英語の土台を「耳」と「口」
を通して身体になじませてしまうことが本書の基本コンセプト。
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谷本：宿題が多くなくて、１回の授
業で演習、その場で解説というサイ
クルに重点が置かれています。だか
ら集中できて、１回１回の授業の質
が高くて内容が濃いと思えました。
自然に集中できるので、やらされて
いる感がありませんでした。
北原：先生と生徒の距離が近いのが
他塾との一番の違いだと思いまし
た。グノの先生はその場にいる生徒
の表情や反応などを見て、「どうい
う授業をしたら良いか？」を考え臨
機応変に授業をしてくださいます。
鈴木：グノの授業では、文章という
リアルなコンテクストの中で単語を
覚えられます。自分では少し届かな
いレベルのものを授業で提供してく
れるからこそ、その１回の授業で成
長できます。しかも、次の授業では
もっと難しいものが出てきて、これ
を繰り返して、あと１歩届かなかっ
たところに手が届くという経験を積
み上げていけるので、「前はできな
かったものができるようになってい
るし、今度はこれだけ成長できたん
だな」などと実感ができます。それ
がすごく自信につながりました。
岸：先生が持ってきてくださる教材

は質が高くて興味深く、日本語でも
読みたくなるものばかりでした。
英語力もさることながら、教養も身
につく教材で、今後大学で英語を学
ぶ上でベースになるような英文で
す。先生自身が、非常に興味を持っ
ている英文を、その面白さを共有す
る形で授業してくださるのが印象的
でした。

平賀：最初は「英語を英語のまま」
と言われて、「本当にできるように
なるのかな？」と思っていました。
１回読んだことのある文章を音読す
ると、英語を英語のまま読むことが、
ある程度できますが、「これで本当
にできるようになるのかな？」と不
安でした。でも、夏の東大模試で１
Ｂの文章を読んだ時、スラスラ内容
が入ってきて「英語を英語のまま読
めている」と実感しました。
岸：言語学習者としての態度を身に
つけられました。英語と日本語はあ
らゆることが違うのに、英単語を覚
える時には、英単語の意味を日本語
に置き換えて一対一で覚えていける
と考えるのは奇妙です。グノではそ
こを丁寧に指導してくださいます。

英語を英語で理解するとか、１回学
んだ英文を聞いて音読するとか、英
語に対するリスペクトを感じて、そ
れは他の言語学習にも通じると思い
ました。

永田：授業で先生から教わったこと
を頭の中で復習しながら読むことに
よって、英文の中のアクセントや主
題など、文章の流れを読み取れるよ
うになるのが大きかったです。
北原：受験が近づいてからの英語の
勉強はほとんど音読だけで、入試直
前１週間ちょっと前は過去問と英作
文をやったぐらいです。音読を１日
45 分やっていました。やっている
うちに、授業で「理解した」と思っ
ている英文でも、「ここの表現はこ
ういうことを伝えたくて筆者は使っ
ているんだ」とか「ここは勘違いし
ていた」とか、パッと閃きを得る瞬
間があって、そういう時に知的に興
奮できて楽しかったです。
谷本：私も毎日音読をやっていまし
た。同じ文章を読んでいるはずなの
に、毎回読むたびに新しい発見があ
りました。

グノーブルに通ってみて

グノーブルの英語

グノーブルの音読

北原：授業中に演習できるところが
良かったです。演習中に周りから
プリントをペラッとめくる音がす
ると、「あの人はもう終わっている
のかな」と思って、周りと静かに切
磋琢磨できます。あの演習中の雰囲
気がすごく良かったです。授業中に
演習することで、「ここが知りたい」
という気持ちが生まれるし、その気
持ちのおかげで解説を集中して聞け
るので、授業から得られるものが多
くなります。
永田：僕も授業中の演習がすごく良
いと思っています。限られた時間
の中で膨大な量の長文を解き切る
のは、最初の頃はかなり難しかった
です。「解き切れなかったのが悔し
い」となって、「次週までに音読し
て、復習しよう」「速く読めるよう
になると良いな」などと思いました。
そういう点もスピードの向上につな
がったと思います。
鈴木：良かった点は、理解を試す問
題がたくさん用意されていたことで
す。例えば、要約問題では英語で読
んだ文章を頭の中で一旦整理する必
要があります。論理体系を一度自分
の中に入れ込んで、それを噛み砕い
て日本語として今度はアウトプット
しないといけません。だから、精密
な理解や体系的な理解が必要になり
ます。この練習は本当に大事だと思
います。自分で論理的な思考が身に
ついたと感じるきっかけにもなりま
した。
平賀：文法用語を多用しないのがす
ごく良かったです。学校や参考書で
は文法用語を多用して解説するの
で、理解に時間がかかりました。一
方、グノは、英語を前から読んで理
解する力を養うことを念頭に置いて
いるので、文法用語を使って構造解
析しなくても、ネイティブのように
捉えていく解説をしてくれます。前

置詞や動詞の説明だと、先生が黒
板に絵を描いてくれたり、ジェス
チャーで説明してくれます。だから、
スラスラ伝わってきて、しっかり理
解できました。

平賀：グノに入ってからは、その場
限りの解法ではなくて、「この単元
では、あの解法もこの解法もあるけ
れど、今回はこういう問題だからこ
の解法を選ぶ」という感じでフロー
チャート化する手法が身につきまし
た。高３の後半に演習をするように
なった時、取るべき問題と捨てても
良い問題を判断して点数アップにつ
なげる能力も養えました。セルフ
チェックシート＊には、「自分がど
うして間違えたのか？」などを書く
ので、ただ脳内にとどめておくより
も客観視しやすかったです。それを
保存しておくことで、同じ問題を解
いた時に「同じ間違いしちゃったな」
とか「前回よりも成長しているな」
とか、そういう振り返りができて成
長につながったと思います。

谷本：ものすごく楽しみながら受け
られる授業がグノの国語でした。私
たちが演習した問題を先生が解説し
てくださいます。その解説の具体例
がすごく面白いし、分かりやすくて、
教室には笑いが絶えませんでした。
しかも、教養が深まる内容や物の見
方なども教えていただけて、毎週通
うのが楽しみでした。
北原：特定の解答方法を強要しない
のも特徴でした。自分なりの表現で
書くことが許されていて、それをど
う改善すればいいかの添削を受ける
ことができました。

岸：グノの先生は、尊敬できる人生
の先輩みたいな存在で、全員個性的
でした。「こういう大人になりたい
な」という先生がいらっしゃって、
その先生の話を聞いていると「面白
いな」「詳しいな」「すごいな」と感
動するので、生徒の成績も上がるの
だと思います。
永田：先生方が毎回その日のクラス
の様子に合わせて授業をしてくだ
さっているのがひしひしと伝わって
きました。だから、友達と話してい
ても、「その話をこっちのクラスで
はしていなかった」ということもあ
りました。定型の授業を繰り返すわ
けではなく、毎回の授業が新鮮であ
ることが印象的でした。
北原：グノの先生は生徒想いです。
生徒の名前や性格を覚えるのは大変
だと思います。それなのに、グノの
先生方は１回目の授業から親しく接
してくださるのが良かったです。
谷本：すぐに名前を覚えて当ててく
ださるのは、他ではまずないことだ
と思います。質問や勉強の相談も、
メールでも、直接お伺いしても、す
ごく親身に対応してくださいまし
た。先生の言葉遣いからも、生徒一
人ひとりに向き合ってくださってい
るのを感じていました。それから、
受付には自習室の利用や教材の受け
取りなどでお世話になりましたが、
受付の方たちにもいつも本当に丁寧
に支えていただきました。

岸：これは半分冗談で半分本気です
が、一番前で授業を受けてください。
僕はいつも先生のすぐ目の前で授業
を受けていました。先生の熱量がも
のすごいので、その熱量を一番前で
受けるのは、国語でも英語でも楽し
かったです。

グノーブルの英語の特徴

グノーブルの数学

グノーブルの国語

グノーブルの先生

後輩へのアドバイス

＊ セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何ができなかっ
たか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。
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さん
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さん
東大文Ⅰ・開成 

座談会出席者五十音順、本文中敬称略
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Part418期 生 合 格 者 イ ン タビ ュー

＊ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、
英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

渋田：毎回の授業で新しい発見が
あって、自分の英語力が上がってい
くのを感じて楽しかったです。例え
ば、英語の授業では、単語だったら
語源から、文法も成り立ちから解説
していただけたので、無理に授業に
向かおうとしなくても自然に集中で
きました。
池内：周りの友達はみんな塾の宿題
に追われていました。グノでは、授
業で扱った英文の読み込みと音読だ
けが宿題だったので、他の教科にだ
いぶ勉強時間を回せて、すごく助か
りました。グノの先生は「英単語と
日本語は一対一で対応しているわけ
じゃない」とおっしゃっていて、英
文を英語のまま読むことを教えてく
ださいました。
私は、先生に言われたとおりに音読
や英文の読み込みを続けるうちに、
英文を日本語に訳さずにそのままス
ラスラと読めるようになってきまし
た。周りの友達が単語帳の暗記をし
たり、分厚いテキストをやりこんで
いるのを見て、初めは不安になった
こともありますが、英文を読めるよ
うになってすぐに不安は解消されま
した。

渋田：僕も、周りとの勉強法の違い
に不安を持ったことがありました。
でも、その日の授業の復習や音読で
力がついていくのを実感できていた
し、グノの先生がしてくださった英
語の勉強方法の話に説得力があった
ので、グノを信じて頑張りました。

渋田：グノは英単語も英文法も、成
り立ちから説明してくださるのが面
白くて、どんどん知識が広がってい
く感覚があって、すごくためになり
ました。科学的、社会学的、哲学的
な話題も広く扱ってくれて、毎回の
授業で英語以外のところでも学びが
あるのが面白かったです。
池内：家族からは「英語の勉強をし
ているのを見たことがない」と言わ
れました。それくらいグノは宿題が
多くなく、効率的に英語の勉強がで
きていたのだと思います。普段の勉
強では、通学途中に音読したり、英
文の音声教材を聞いたりしていまし
た。家では授業で扱った英文の読み
込みをしていました。確かに、英語
のために机に向かっている時間は圧
倒的に短かったです。

池内：気づかないうちに英語力が伸
びていました。直前期になって過去
問を解き始めたら、初めて見る英文
にも対応できるようになっていて、
「こんなにできるようになっている
んだ」と自分でもびっくりしました。
単語を単語帳で暗記させるのではな
く、授業中に語源などを教えてくだ
さるので、新しい単語を見た時も意
味の推測がしやすくなりました。新
しい単語を暗記していく時も、自分
がすでに知っている単語に結びつけ
て暗記できます。だから、単語帳の
暗記をしてきた友達に比べて、これ
からも英語の語彙を簡単に増やして
いけると思っています。
あと、グノでは、英文を日本語に置
き換えないでどんどん前から読む読
み方も指導してくださいます。格段
に英文を読むスピードが上がりまし
た。それから、先生は、英文の背景
に及ぶ解説も詳しくしてくださいま
す。筆者が何を意識して文を書いた
のか、英語圏ではどんなことが常識
なのかなど、いつも興味が持てまし
た。そのおかげで、初めて見る英文
もどんどん読める土台が養われたの
だと思います。医科歯科の過去問は

グノーブルに通ってみて

グノーブルの話題

グノーブルの英語

先生に添削をしていただきました
が、先生からは「正確に読み、的確
にまとめる力が十分に備わっていま
す。落ち着いて臨めば大丈夫」とコ
メントをいただき、それが自信にな
りました。入試本番の英文も臆さず
に取り組めました。
渋田：グノでは受験科目としての英
語の点の取り方ではなく、英語とい
う言葉への取り組み方を指導しても
らえました。
グノに通っているうちに、まず、「英
語を読む脳」ができたんだと思いま
す。英文を前から捉えていって、返
り読みしないので、英語を読む上で
の下地ができました。大切だったの
は、GSL＊で「耳」と「口」を鍛え
て音読を習慣化したことです。リス
ニングも音読も絶対に前に戻れない
ので、英語を前からどんどん処理し
ていく訓練になります。この訓練を
習慣化することで英語を扱う脳が鍛
えられたのだと思います。
池内：私も、隙間時間を見つけては
音読していました。毎日音読をして
いくにつれて、「英文を読むスピー
ドが上がっているな」と感じられて、
その気持ちがもっと頑張るモチベー
ションにもなりました。
授業で最初に演習した時にはうまく
読めなかった英文でも、英文の背景
まで先生が解説してくださるので、
かなりしっかり理解できます。それ
でも、音読してみると内容まではす
ぐに入ってきませんが、繰り返して
いるとだんだんと、書かれているこ
とを意識しながら読めるようになり
ます。それを続けていくうちに、初
めて読む英文でも、前から順番に意
味が自分の頭の中に入ってきて理解
しやすくなりました。
渋田：グノの英語は授業自体が面白
かったです。それはグノの先生が本
質を大切にされているからだと思い
ます。特に、授業で扱う英文の内容
が面白いのですが、というのもグノ

の教材は過去問中心ではなくて、先
生が僕たちに合わせて教材を用意し
てくださるからです。楽しめるもの
を準備してくださるから当然、どの
教材にも興味が持てます。学校では
習わない単語の語源を教えてくれる
こと、文法を深く掘り下げてくれる
ことなど、そのほうが効果が上がる
ばかりか、見えていなかった奥が見
えてくることで思わず興味が引かれ
ます。
池内：周りの友達は単語帳を使って
いました。一見すると、単語帳で片っ
端から覚えるのが手っ取り早いよう
に思えます。でも、英単語の日本語
訳を覚えるだけでは、英文を表面的
にしか読めないのではないでしょう
か。グノの先生が授業中におっしゃ
るお話にはとても納得がいきました
し、そのとおりに、英文の読み込み
などを毎日少しずつ積み重ねること
が、実は一番効率が良い勉強法だっ
たと思います。

渋田：解法をただ教えるだけでな
く、「どうしてその解法を選ぶのか？」
まで説明してもらえたのが良かった
です。頭の中にすでに入っていた知
識が整理されて紐づけられたこと
で、得点力につながりました。

池内：どの先生も、担当して間もな
いうちに生徒全員の名前をすぐに覚
えてくださいます。先生が生徒たち
のことを覚えてくださると、教室の
中にものすごくアットホームな雰囲
気が生まれます。そうなると質問に
いく時にためらいを感じることもあ
りません。
先生方はいつも生徒一人ひとりを気
にかけてくださっていると感じてい
ました。それは、添削のコメントに

も感じられますが、先生が生徒全員
に話している時にも感じられます。
勉強するモチベーションには先生の
存在が大きいと思います。私は、中
学受験でも大学受験でも良い先生に
恵まれたと思っています。
渋田：僕も先生の存在が大きいと思
います。グノの先生方は、授業で
も、質問や相談の時でもいつも丁寧
で、それがとても印象に残っていま
す。生徒のことをよく気にかけてく
ださって、個人の傾向などもちゃん
と理解してアドバイスをしてくださ
います。
グノの授業は、ただ知識を教えて詰
め込ませるのではなく、「どうして
そうなるのか？」とか「どういう経
緯があるのか？」とか、僕たちの好
奇心を刺激しながらどんどん深く掘
り下げていきます。だから、1回の
授業ですごく学びが多かったのが一
番良いところでした。

渋田：グノの授業は中身が濃くて効
率が良いので、集中して授業の時間
を活かしましょう。授業以外の時間
をいかに使っていくのかも大切です
が、グノの先生に従っていれば、授
業外でも効率的に復習ができると思
います。グノで受講している科目に
ついては、安心してグノを信頼して
ほしいと思います。それ以外の時間
は、うまく他の教科の勉強に充てて
いけると良いと思います。
池内：グノの先生と教材を信じて、
教えていただいたとおりに復習を積
み重ねることが、合格への近道です。
とにかくグノを信じて頑張ってくだ
さい。

グノーブルの数学

グノーブルの先生

後輩へのアドバイス
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さん
東京医科歯科大医 ・桜蔭 

座談会出席者五十音順、本文中敬称略
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東大理Ⅱ・海城

中学受験グノーブル卒生
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Part518期 生 合 格 者 イ ン タビ ュー

＊１  English Grammar Green Session for newcomers：季節講習（中３冬期～新高３冬期）で行われる、基礎力を固めたい方を対象にした、独自のメソッドによる英
文法基礎講座。

＊２  Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、
英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。（p.12 →）

＊３  SUMMING-UP LABORATORY：高３の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

＊４  セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何がで
きなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。

伊藤：グノの宿題は多くありませ
ん。解説では、「こう復習したら英
語がうまくなるよ」という感じでコ
ツを教えてもらえます。塾の宿題だ
からとやらされている状態にならず
に、主体的に取り組めたのが非常に
良かったです。
林：グノだったら、部活に全部出て
も、ちゃんと宿題を終えられるし、
復習もできるペースでした。僕は高
２まで部活をやっていましたが、部
活と塾の両立はできていました。高
３から受験勉強を本格的にやり始め
た時も、自分の課題と向き合うとい
う点でも負担の少ないグノで良かっ
たです。

林：もともと読解は得意でしたが、
文法の知識はほとんどありませんで
した。高１、高２で文法の土台を築
ける授業をグノで受けられて、それ
で英語を全体的に伸ばせました。
先生たちは、授業中に「受験には直
接関係ないよ」と言いながら、扱っ
た英文の背景に関わることも面白く
伝えてくれました。こういう教養の

部類に入る知識を多く知れるのは、
とても楽しみでしたし、授業に積極
的に参加するモチベーションにもな
りました。
伊藤：高２の冬期講習からグノに入
りましたが、その時から春期講習の
前までに、自分でも信じられないぐ
らい英語がバーッと伸びました。英
語への向き合い方、英文の読み方が
そこで一気に身についたからだと思
います。英語を読んだり解いたりす
る時の考え方を教わるだけでなく、
復習で自分のものにするやり方も教
えてもらえたので、必要な力がどん
どん自分のものになっていくのを感
じました。グノで学んだ英語は大学
でも役立つと思います。
新堂：入塾するまで英文要約をやっ
たことがありませんでした。でも、
グノでポイントやコツを教えても
らって、「こういう感じなんだ」と
思ったのが高２の時です。単語や文
法は頭に入っていたので、文章を読
むだけならもともとできていまし
た。でも、英文が読めることと、内
容が理解できていることとは違いま
した。読めても理解できていないと
要約はできません。
高３では、文章の構成などを考えて
読まないといけないことが分かって

きました。それまでは、英文のパラ
グラフがどんなものなのかも分かっ
ていませんでした。段々筆者が主張
しているところと、それを補足して
いる部分がくっきり区別できるよう
になりました。
田坂：僕はグノには高２の夏休みに
E
エ ッ グ ズ

GGS＊１から入りました。グノに
入って一番良かったことは、英語に
嫌悪感がなくなったことです。勉強
に向かう気持ちが芽生えたことがす
ぐに伸びた要因だと思います。塾に
行って演習して、そのあとにすぐに
解説を聞いて「こういうことか」と
すっきりすると、「やっていること
に意味がある」と思えます。グノで
しっかり内容を教えてもらえて、「英
語はそんなに悪いものじゃないな」
と自分の中で印象が変わりました。
山田：グノは、高校１年の時に文法
をちゃんとやってくれて、僕はそれ
をこなしていくうちに、文法分野が
すごく得意になりました。高３にな
るとグノの英語の授業は、読む題材
を直近に決めてくれるので、今の世
界情勢や時事問題を英文で読めま
す。触れる英文の量が格段に増えま
したが、興味を持って読める英文を
いつも準備してもらえたので、むし
ろ喜びでした。

グノーブルに通ってみて

グノーブルの英語

山田：一方的な講義形式の授業では
なく、先生が質問して生徒が答えた
り、生徒がその場で解いた問題を先
生が添削してくれる点と、英語の語
順で読めるように、音読の仕方など
具体的なやり方をしっかり指導して
くださる点です。グノのやり方で音
読を繰り返していくうちに、頭の中
で日本語を出さずに英語を読めるよ
うになって、読むスピードや問題を
解くスピードが確実に上がりまし
た。しかも、正確に読めるようになっ
て、良いこと尽くめでした。
田坂：授業の中で先生が「パラグラ
フごとに話は整理されている」と何
度もおっしゃっていました。毎回の
授業の最初に要約の添削があったお
かげで、流れをつかむ技術が確実に
上がりました。
新堂：演習して、その場ですぐに解
説という授業なので、集中力が途切
れなかったのが良かったです。授業
中に演習したほうが集中できるし、
緊張感もありました。高３では毎日
音読をやっていました。最初はお手
本になるGSL＊２のスピードが速く
て、口が全然回らなかったのですが、
頑張っていたらちゃんと回るように
なりました。英文が面白くて、音読
が他の教科の息抜きになったのも良
かったです。
篠原：英語の授業で良かったのは、
英文の内容を解釈していくことが中
心になっていたことです。設問に答
えることができても、内容を理解し
ているかは別です。日本語に訳すこ
とができても解釈が伴っていないこ
とがあります。先生はよく「読むこ
とは筆者と対話することだ」とおっ
しゃっていて、読むことイコール対
話だという姿勢がグノの授業で身に
つきました。
英単語の学習も、英文の内容を理解
していくことと切り離しては考えら

れません。単語の意味は文脈の中で
決まっていきますから、読んでいる
英文で単語を身につけられて本当に
良かったです。グノでは、単語の語
源から説明してもらえるので、その
面からも理解が深まりました。音読
は高３で本格的にやるようになっ
て、最後の３か月ぐらいは特に重点
的に取り組みました。読むスピード
が格段に上がったし、リスニングも
かなり点数が伸びました。１個１個
の単語が全部つながっているように
しか聞こえなかったのが、音読して
いくと自分も発音するので、あやふ
やなところがだいぶはっきり聞こえ
るようになりました。
新堂：サミングアップ＊３を毎回やっ
ていたので、要約に対して抵抗感が
なくなりました。読解は本当にグノ
のほうが難しくて、東大のほうが簡
単でした。
山田：グノのサミングアップでは話
題が抽象的なことも多く、難度は高
かったと思います。それを毎週やっ
ているので、東大の本番の要約では、
１回読めば「どこを書けばいいの
か？」が分かるようになります。グ
ノのサミングアップは本当にために
なりました。

林：「テーマタグ」という考え方を
教わりました。具体的には、「何を
テーマにした問題なのか？」を理解
してタグ付けしていくことで、解き
方が思いつきやすくなるという考え
方で、自分にはぴったりでした。こ
れをやるためには、「自分がどうい
う問題を解いているのか？」を客観
視する必要があって、その練習を授
業の演習でできて、実際の入試でも
役立ちました。セルフチェックシー
ト＊４も有効でした。宿題を解いて、
自分がその宿題に対してどう思った
か、どういう感触だったかなどを書

き残していきます。宿題の解説が終
わったあと、それをもう１回見ると
感覚のずれに気がつくこともあっ
て、考え方の軌道修正ができました。
「自分はこういうミスを『合ってい
る』と思い込んでいる」ということ
が何度かありました。
篠原：関連した問題を一緒に出して
くれることが一番良かった点です。
それを解くことで、それまではその
１問で完結していた問題が他とつな
がっていきます。
だから、問題数が少なくてもどんど
ん理解が深まりました。発展問題に
ついても、「あれと同じような形だ
から、これもこうすればいい」とい
う感じで、今ある知識を利用できる
形で学べました。セルフチェック
シートには、自分が問題を解いた時
に意識していたことや、その時に意
識すべきだったことなどを書いてい
ました。時間がたってからもう１回
解き直した時も同じようなところで
間違えるので、注意すべきところや
問題へのアプローチの仕方などをセ
ルフチェックシートでさっと振り返
ることができます。先生がアドバイ
スを書いてくださるのも、ものすご
く役に立ちました。

新堂：早寝早起きはちゃんとやった
ほうが良いです。体調の管理も受験
には大切です。
山田：グノの英語と東大の英語は
しっかりと対応しています。グノの
英語を間違いなくやっておけば、ちゃ
んと受かるので安心してください。
篠原：グノの指導は、本当に生徒の
実力を上げるように考え抜かれてい
ると思います。グノを信じて頑張っ
てほしいです。

グノーブルの英語の特徴

グノーブルの数学 後輩へのアドバイス
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Part618期 生 合 格 者 イ ン タビ ュー

正廣：グノの英語と私大国語に通っ
ていましたが、英語は中学３年の冬
期講習から、E

エ ッ グ ズ

GGS＊１という、基
礎的な文法から学ぶコースに入りま
した。「単語帳を使わない」という
フレーズにすごく魅力を感じたのが
きっかけです。

行田：もともと英語はかなりできた
ほうだと思います。幼い頃ニュー
ヨークに住んでいたからです。グノ
に通ったことで、難度の高い語彙も
どんどん取り込めるようになった
し、細かなニュアンスや深い意味が
見えるようになって、英文を読む精
度が高まりました。文法力もグノで
身につけました。
國府田：僕も英語は最初から得意で
した。父親の海外赴任で小さい頃に
よく海外に行っていたので、英検な
どを早い段階でコツコツ取得してい
ました。そのアドバンテージが生き
て、入塾の時まではリードを保って
いました。それまでは、単語や文法
を丸暗記した表面的な理解だったの
が、グノで、表面的な知識にとどま

らない、深度の深い授業を受けたこ
とで英語の仕組みの深いところまで
理解を掘り下げることができました。
先生が、英単語の語源を、ギリシャ
語やラテン語から説明してくださっ
たり、フランス語との関連を話して
くださるので、それが自分の中では
興味深くて、グノの授業を受けてい
るうちに自然に英語の力が伸びた実
感があります。受験にとどまらない
知識を教えていただいて、それは大
学に通じるものだと思います。
都知木：僕は英語がすごく苦手でし
た。高２の秋に部活を引退して時間
ができて、そこから音読や復習を
ちゃんとやり始めました。グノで学
んだ英語は、京都大学の入試でもす
ごく役立ちましたし、これから大学
で論文などを読む時にもすごく重宝
すると思います。
正廣：僕も中１で初めて英語に触れ
て、アルファベットからやりました。
中３の冬にグノに入った時には、長
文はまるで読めない状態でした。で
も、合格者の声に「とにかく音読を
しろ」「グノの先生を信じろ」と書
いてあったので、それを信じて勉強
しました。EGGSからのスタートで
したが、高３の最初にαに上がるこ
とができました。

正廣：グノの教材と音読で鍛えられ
たので、生きた英語を楽しめるよう
になりました。言語は耳から入れる
と上達が早いと思います。言葉はフ
レーズをつなぎ合わせたり組み替え
たりするものなので、音読のおかげ
でそれがスムーズにできるように
なっていきます。
森畑：毎日 30 ～ 40 分は音読して
いました。音を聞きながら目で追い、
すべての感覚を使って英語に触れら
れるのが、音読の一番のメリットだ
と思っています。
行田：僕は、英語だけでなく他の科
目も、ブツブツ独り言のように言い
ながらやっていると、気づいたら定
着している感じを実感していまし
た。やはり口に出すことは大事だと
思います。

森畑：英文の隅々に目を凝らして、
筆者の主張と、それを説明している
部分を見分けていく訓練がサミング
アップ＊２でできたと思います。サ
ミングアップ以外の長文を読む時に
も、要約で培ったまとめる力と隅々

グノーブル入塾のきっかけ

グノーブルの英語

グノーブルの音読

グノーブルの英語の勉強法

まで読む力が合わさって的確に読め
るようになりました。
國府田：グノの単語の語源的理解の
おかげで、すでに覚えている単語に
ついても、その英語らしいイメージ
をつかんで記憶を定着させることが
できました。初見の単語に対して類
推する能力も養われるので、長文を
読むにあたって、単語で詰まるとい
うことが非常に減りました。
正廣：英文教材の知的レベルが高く
て、そこが気に入っていました。海
外の新聞や学術論文からの引用が
あったり、オックスフォード大学の
教養学部の教科書が教材になってい
たこともありました。そういう教材
を解説してくださる先生の話も素晴
らしくて、英文の内容にも引き込ま
れましたし、もちろん英語の本質的
な理解にもつながりました。

國府田：グノの数学のおかげで、分
野別にテーマに関連づけて解法を選
べるようになりました。テーマごと
にタグ付けをしていくので授業では
「テーマタグ」と先生が名付けていま
したが、「テーマタグ」が知識を体
系的に整理するのに役立ちました。
方針を選択できるので完答率も上が
り、完答できるかどうかは計算技術
がまた要りますが、出発点となる方
針を大きく間違えなくなります。
セルフチェックシート＊３には、僕
は主に解答のアウトラインを書いて
いきました。テーマタグについて意
識して「自分の方針をどうやって立
てているのか？」などを書き、シー
トを見直す時には、「方針を立てる
段階でどんなミスをしたのか？」、
合っていた問題について「どうして
この解法を選択できたのか？」を思
い返していました。

正廣：難関大学だと文章が抽象的で、
解いている時に全部把握し切れない
ことがあります。抽象度の高い文章
でも、グノの解説では、雑談のよう
な、本当におしゃべりのような感覚
で解説されていきました。
森畑：古文でも、苦手意識をなくさ
せる授業の工夫がされていました。
「紫式部はこういう人」とリアルに
生きていた人だと感じられる解説
だったので、古文を身近に感じられ
るようになりました。
行田：グノの古文で本当の基礎の基
礎から始められて、学年が終わる頃
には、ある程度の古文であれば大体
理解できるところまで成長できまし
た。高３の小論文では、先生の添削
がすごく丁寧で、小論文の隅々まで
見てもらえました。

都知木：グノの物理は「偉人がどう
やって考え出したか？」を解説しな
がら授業が進んでいくので、いつも
興味深く話が聞けましたし、本当に
根本から理解できたと思います。物
理の授業ではかつての科学者の思考
過程にまで及んでいましたが、無駄
なことはありませんでした。もとも
と進みたかった学部も物理系だった
のですが、グノの授業でさらにその
志向が強化されました。英語と同じ
く数学も物理も、グノでちゃんと本
質から理解していたので、応用力の
ある入試問題にも対処ができたと思
います。

正廣：グノの先生はすごく親しみや
すかったです。授業の内容や学習方
法などを繰り返し何度も相談させて
いただきましたが、いつでも、僕が

納得するまで相談に応じてください
ました。僕は慶應大学に進学します
が、そこも実はグノの先生にご相談
した結果です。もともと別の大学を
第１志望にしていましたが、国語の
先生にご相談したところ、「あなた
には慶應のほうが良いのでは」と強
く勧められました。自分でも足を運
んでみた結果、慶應を選びました。
都知木：グノの先生は、本当に一人
ひとりの成長を応援してくださいま
す。直前期には校舎に何度も過去問
の添削依頼に行きました。かなり量
が多いものでもいつも快く対応して
くださいました。
國府田：先生方がその科目に対して
非常に造詣が深いのが見て取れまし
た。専門性の高さや教養の深さが見
えて、知的好奇心をそそられる授業
をしていただきました。その科目が
受験科目として得意になるだけでな
く、好きになりました。自ら意欲を
持って学習するという面でも非常に
助けになりました。

國府田：自分は５月末ぐらいに英語
のクラスが落ちたことがあり、クラ
スが変わる直前の授業で扱われた英
文のテーマが「レジリエンス」でし
た。「レジリエンス」は「へこたれ
なさ」という意味で、まさに受験勉
強で問われるものだと思います。そ
れは、クラスが変わってしまう生徒
たちへの先生からのメッセージでし
た。「１回の模試の結果で一喜一憂
せず、受験まで諦めないで走り続け
よう」と思えたことが印象的で、心
に残っています。
正廣：グノーブルでは、大学受験だ
けでなく、その先も見据えたご指導
をしていただけました。本当の英語
力や本当の教養を教えていただける
とても良い塾でした。

グノーブルの数学

グノーブルの国語

グノーブルの物理

グノーブルの先生

後輩へのアドバイス

＊１  English Grammar Green Session for newcomers：季節講習（中３冬期～新高３冬期）で行われる、基礎力を固めたい方を対象にした、独自のメソッドによる英
文法基礎講座。

＊２  SUMMING-UP LABORATORY：高 3 の英語（読解）で毎回実施される英文の要約演習。一人ひとりの答案は担当講師が添削・採点して返却。音声教材も完備。
知的にレベルの高い「読解力」の土台を築けるばかりではなく、「聴解力」「作文力」「話す力」や「プレゼン力」も鍛えるグノーブル独自の仕組みです。

＊３  セルフチェックシート：高２文系数学、高３数学で生徒自身が宿題終了後に記入するシート。解けた問題には「どう解いたか」、解けなかった問題には「何がで
きなかったか」などを記入。自分の傾向や理解度を分析して客観視し、次のステップへとつなげるグノーブル独自のツール。
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Part718期 生 合 格 者 イ ン タビ ュー

＊ Gnoble Sound Laboratory：中１から高３までの６学年すべてに毎週用意されているオリジナル英語音声教材。合理的練習法（ワークアウト）も確立されており、
英語が得意なグノーブル生の土台を築いています。

くださいます。先生はよく、「筆者
の頭の中に入ってみると」とおっ
しゃって、僕たちが気づきにくい指
摘もしてくれました。
音読は、解説で内容をよく理解した
文章が素材です。英語のまま誰かに
内容を伝えるつもりで口に出すとい
うアウトプットを繰り返します。英
語を英語のまま内容理解ができる力
が自然とつき、それが初見の文章に
も応用できるようになっていきまし
た。気づいたら「あれ？　日本語に
変換しなくても読み進められてい
る」となっていました。
グノの勉強法では、語源から英単語
を学ぶところも画期的だと思いま
す。語源から学ぶことによって、初
見の単語でも、綺麗な訳は出せなく
ても、「大体こういうイメージの単
語だな」とパッと思いつくようにな
ります。僕は海外留学を視野に入れ
ています。例えば、アメリカは医療
技術が一番進んでいる国ですが、制
度的には、日本にある国民皆保険制
度がありません。国ごとの医療の違
いを自分の目で学んでいくことは、
今後医師としてのキャリアを積んで
いく上でも重要な経験になると思い
ます。そういう視野を広げるために
も、グノで学ばせてもらった経験が
間違いなく活かせるはずです。
安藤：グノの先生は、語源からの捉
え方、単語の概念の幅、他の単語と
のつながり、筆者がある文脈の中で
その単語を選んでいる感覚などを教
えてくださいました。先生はよく「ア
ルファベットの羅列ではなくて、単
語にはそれぞれの顔つきがあるから
それを見てね」とおっしゃっていま
した。英語を英語のまま捉える感覚
を教えてくれたのだと思います。タ
イトな時間設定もあります。授業内
演習で時間内に速く読むには、和訳
しながら読んでいるのでは限界があ
ります。授業の環境すべてが、僕た
ちの英語に対するアプローチを変え

てくれました。改めて考えてみると、
「グノはすごかったな」と思います。
鈴木：グノでは毎週、「この時間で
ちゃんと集中して読んで考える」と
いう意識を持って演習する機会があ
りました。集中して解く習慣づくり
を高１から３年間できたのは、当た
り前のようで当たり前ではなかった
のかもしれません。
安藤：グノの良さは、その場で演習
して、すぐに添削されて、解説も直
後です。リアルタイムでフィード
バックされることで、自分の思考プ
ロセスと先生の教えを照らし合わせ
ながら授業を受けられました。一番
力がつくやり方だと思っています。
こうした授業がずっと成立している
根底には、先生方の熱意があるのだ
と思います。

安藤：グノは、「生徒たちの英語の
力を伸ばすにはどうすれば良いの
か？」を主軸にして教えてください
ます。先生が長期的な視点に立って
教材を準備されていることにも気づ
きました。例えば、英語長文の授業
でやったことが、次の週の英文法の
問題のフレーズに入っているなど、
様々なところに大切なことが交互に
出てきます。僕は「どれだけ教材が
つくり込まれているんだろう」と
思って、感動していました。

鈴木：物理工学科に通っている兄が
よく、「物理に対する考え方やアプ
ローチの仕方が、グノの授業を受け
てから変わった」と話していました。
僕も、公式にあてはめるだけの勉強
から脱却したかったので、グノの物
理に、高２の春から通い始めました。
「そもそも公式がどういう意味を持
つのか？」「そもそもこの物理現象

は何で起きるのか？」から考える習
慣を２年かけてつけてくださったグ
ノの先生に感謝するばかりです。

鈴木：秋以降、医学部の志望校別の
講座が開かれていましたが講習で
は、「この大学にはこの 10 題をや
りなさい」という問題冊子が配られ
ました。志望校に合わせた傾向や対
策を踏まえて、「どの分野をやるべ
きなのか？」などがちゃんとまと
まっている冊子でした。

安藤：グノの先生方には、一度で名
前を覚えてくださるすごさがありま
す。授業の迫力や「生徒の力を伸ば
したい」という熱意もいつも伝わっ
てきました。先生が魅力にあふれて
いるところが、僕が「グノーブルで
良かった」と思う理由のひとつです。
鈴木：生徒一人ひとりを見て、楽し
そうに授業をしていらっしゃるのが
印象的でした。授業の準備をしてい
る姿にもパッションを感じたくらい
です。

鈴木：分からないことを後回しにし
ないで、先生方に直接聞いたり、ア
ドバイスを求めたりすることがとて
も大事です。聞きやすい環境が整っ
ているのがまさにグノなので、後輩
の皆さんにもぜひ活用してもらいた
いです。

グノーブルの英語の特徴

グノーブルの物理

グノーブルの数学

グノーブルの先生

後輩へのアドバイス

安藤：僕が医学部を目指した理由は、
生まれた時に遡ります。僕は早産
で、重度のアレルギーを持っていた
ため、生まれた瞬間からずっと「お
医者様に救われたよ」と親に言われ
続けてきました。
そんな中で進路を決める際、人の命
を救うこと、僕にとっては「みんな
をどれだけ健康に、そして、幸せに
できるか？」ということだけに専念
して勉強ができる医学が、他の学問
よりも輝いて見えました。一人ひと
りを治す臨床は尊い仕事だと思いま
すし、興味もあります。研究寄りに
なりますが、医学を使ってもっと生
活を豊かにしたり、根源から変えた
りする方面に携われたらいいなと思
います。一般的な臨床とは違った角
度から医学を捉えてみたいです。
鈴木：僕も早い段階から医学に興味
がありました。というのも、父親が
整形外科医で、母親ももともと看護
師だったので、医療が身近に存在す
る環境で育って、自然と医療に興味
が湧いたからです。医者になったあ
とも、自分に対する誇りを持てる、
やりがいのある職業だと思ったの
で、医学部を志望することにしまし

た。小さい頃から、整形外科医の父
親に直接治療してもらう経験が多く
て、父親の姿に「かっこいい」と憧
れていました。だから、スポーツ医
学を志したいと思います。

安藤：中学の頃、僕はうまい感じに
英語のスタートを切れていました。
高１から高２にかけても成績が伸び
ていたこともあって、もともと英語
は得意だという意識はありました。
グノでは土台になる文法をしっかり
整え直すことができました。さらに、
読解の授業で扱われる英文が、あ
りきたりな大学受験の過去問とは異
なったことも大きかったです。中に
は、人生を考えさせてくれる哲学的
なものまでありました。
先生の解説も、英文を解釈するため
の背景にまで及んでいたので理解が
深まりました。そのことが人として
僕を豊かにしてくれたと思います。
もうひとつ、グノで学べた大切なこ
とがあります。僕たちは日本語話者
なので、物事を考える時に日本語的
な論理構造で考えています。英文を
読む時には頭の中のスイッチを英語
モードに変えなくては、本当の意味

で英文を解釈することはできませ
ん。グノでは、英文を英語で考える
訓練ができました。英語話者的な考
え方に切り替えられるスイッチが僕
の中に備わったと思います。
鈴木：僕も中学１年生の頃から、新
しい言語を学ぶのは、自分の世界が
広がっていく感じがして最初から好
きでした。英語の勉強は中１から中
３まで学校が中心でした。海外のコ
ンテンツもよく見ていて、分からな
い単語を自分で調べるなど、主体的
にやっていました。英語が好きで得
意でしたが、その時はまだグノで学
んでいないので、英語をわざわざ日
本語に変換して理解していました。
英語を日本語に変換する作業をして
いると、直接的なニュアンスなどは
伝わってきません。
グノに通うようになってから、理解
した文章を音読したり、GSL＊など
のリスニング教材を耳で聞いてシャ
ドーイングしたりして、英語を英語
のまま理解できる英語脳が身につき
ました。これが、グノで英語を学ん
だことの大きなメリットのひとつで
した。グノでは先生の説明は、語彙
や文法的なことにとどまりません。
英文の背景や筆者の感じ方まで、先
生が楽しそうに生き生きと解説して

医学部志望の動機

グノーブルの英語
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順天堂大 医・海城

座談会出席者五十音順、本文中敬称略
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知の力を活かせる人に
私たちは、生徒の皆さん一人ひとりと誠実に向き合います。

皆さんが、将来にわたって活躍できる土台となる、

有機的知識・思考力・判断力・コミュニケーション能力・心の強さを

身につけていくことを常に念頭に置いた指導をお約束します。

何より、皆さんの意欲や好奇心といった心の中の火を

無味乾燥な受験勉強で消してしまわない

活き活きとした環境を提供していきます。

大学受験 中学受験 個別指導

難関大学・医学部を目指す中1生～大学受験生

０歳児～小学生

難関中学を目指す小学生 難関校を目指す小学生～大学受験生

本物の知的体力がますます求められています。
その知の力を伸ばすのに最も大切な要件は、
前向きになれる、知的刺激にあふれた環境で学
ぶことです。授業形式、教材、そして、教職員の
接し方に至るまで、皆さんが意欲的になれる環
境を整備し、難関大学・学部を目指す皆さんを
しっかりサポートしていきます。

さまざまな楽しい英語体験を通して、聞く、話す、
読む、書くの４つの力を伸ばします。先生２名に
生徒は８名程のクラスで、ネイティブの英語に
触れ、親しむことができます。ご家庭での学習
も配慮した教材で、継続的な学習を無理なく行
うことができます。

最新の入試傾向に対応したカリキュラム、精選さ
れたオリジナルテキストを基に、経験豊かな講師
陣が一人ひとりに向き合った双方向の授業を展開
し、難関中を目指す子どもたちを導いていきます。
学習したい教科や志望校別のクラスが選択で
きるなど、中学受験に関するさまざまなご要望
にお応えしていきます。

生徒一人ひとりに心を配り、その子の持つ可能性
を追求します。学習状況に合わせて、講師１名に生
徒２名、あるいは生徒１名の完全個人指導体制を
提供します。中学受験・大学受験グノーブルと並行
して通うことも可能です。グノーブルオリジナルテ
キスト等も併用しながら、個別に対応します。

吉祥寺

たまプラーザ

横浜

武蔵小杉

新宿新宿

成城学園

自由が丘自由が丘
白金高輪

巣鴨
南浦和

四谷 お茶の水 本八幡

東京（東日本橋・日本橋）

グノーブル総合案内

www.gnoble.com
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